
報告第６号 

 

 

福津市立学校の一部の通学区域への校区選択制導入に係る答申の報告について 

 

 

福津市立学校通学区域審議会の答申を別添のとおり報告する。 

 

 

令和７年３月５日 

 

                 福津市教育委員会           

教育長職務代理者 田 中  一 郎  

 

理 由 

 令和７年２月３日付６福教総第７４７号にて福津市立学校通学区域審議会に

諮問した「福津市立学校の一部の通学区域への校区選択制導入について」につ

いて、令和７年３月３日に同審議会から答申を受けたので報告する。 







 ６福教総第７４７号 

令和７年２月３日 

 

福津市立学校通学区域審議会会長  様 

 

 

福津市教育委員会 

 

 

福津市立学校の一部の通学区域への校区選択制導入について（諮問） 

 

 

 

  福間中学校の過大規模緩和策として、光陽台１区、光陽台２区、光陽台３区

及び光陽台南区に、福間中学校又は福間東中学校への通学を保護者が選択で

きる校区選択制を導入することについて、諮問します。 

 



議案第６号 

 

 

新設小学校開校準備委員会設置要綱の制定について 

 

 

新設小学校開校準備委員会設置要綱を別案のとおり制定する。 

 

 

  令和７年３月５日 

 

 

福津市教育委員会 

教育長職務代理者 田 中  一 郎  

 

理 由 

令和９年４月の開校に向けて、宮司地区に建設準備中の新設小学校の校名や校 

歌、校章を選定するなど開校準備が必要であり、それを円滑に推進するために開

校準備委員会を設置する。 

これが、この議案を提出する理由である。 



新設小学校開校準備委員会設置要綱（案） 

（令和７年３月  日福津市教育委員会告示第 号） 

 

（設置） 

第１条 新設小学校（以下「新設校」という。）の開校準備を円滑に推進するため、新設

小学校開校準備委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項について検討及び協議する。 

（１） 校名に関すること。 

（２） 校章に関すること。 

（３） 校歌に関すること。 

（４） 通学路に関すること。 

（５） その他学校開校準備に必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる者から教育長が委嘱する１５人以内の委員で組織す

る。 

（１） 新設校に関わる学校に通学する児童の保護者 

（２） 新設校に関わる自治会代表者 

（３） 新設校に関わる学校の教職員 

（４） その他教育委員会が必要と認めた者 

(任期) 

第４条 委員の任期は、新設校開校までの期間とする。ただし、当該委員が特定の地位又

はその当該職等に該当しなくなったときは、必要に応じて当該職に当たるものを委員とす

る。 

２ 委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選によって定め、副委員長は委員長が選任する。 

３ 委員長は、会務を統括する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、原則公開とする。 

２ 会議の傍聴に関する事項は、福津市教育委員会会議傍聴人規則（平成１７年福津市教

育委員会規則第３号）を準用する。 

（事務局） 

第７条 委員会の事務局は、教育部教育総務課に置く。 

（雑則） 

第８条 この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項が生じた場合



は、委員会で協議のうえ決定する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この告示は、令和７年４月１日から施行する。 

（この告示の失効） 

２ この告示は、第１条に規定する新設小学校の開校日前日に限り、その効力を失う。 



報告第４号 

 

 

   令和７年第３回福津市議会定例会への上程議案のうち教育予算（ 

令和６年度福津市一般会計補正予算第９号）に係る意見の申出に 

ついて臨時代理した件の承認について 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第

２９条の規定に基づき、令和７年第３回福津市議会定例会に提出が予定されて

いる議案のうち、教育に関する事務に係る歳入歳出予算について定める部分に

対する意見の照会があったことに伴い、回答を行うことについて、特に緊急を

要し、教育委員会を開催する時間的余裕がないため、福津市教育委員会事務委

任規則（平成１７年福津市教育委員会規則第７号）第６条第１項の規定に基づ

き、令和７年２月２５日に教育長職務代理者により臨時に代理したので、同条

第２項の規定に基づき報告し、承認を求める。 

 

 

  令和７年３月５日 

 

福津市教育委員会           

教育長職務代理者 田 中  一 郎  

 

参 考 

○福津市教育委員会事務委任規則（抄） 

(臨時代理) 

 第６条 教育長は、緊急やむを得ない事情が生じた場合は、第２条に掲げる

事項について臨時に代理することができる。 

 ２ 前項の規定により臨時に代理したときは、教育委員会にこれを報告し、

承認を受けなければならない。 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄） 

（教育委員会の意見聴取） 

 第二十九条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に

係る部分その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべ

き事件の議案を作成する場合においては、教育委員会の意見をきかなけれ

ばならない。 



臨 時 代 理 書 

 

 

令和７年第３回福津市議会定例会に提出が予定されている議案のうち、教育

に関する事務に係る歳入歳出予算について定める部分に対する意見を求められ

たことについて、緊急を要し、かつ教育委員会の会議を招集する時間的余裕が

ないので、福津市教育委員会事務委任規則（平成１７年福津市教育委員会規則

第７号）第６条第１項の規定に基づき臨時に代理する。 

 

 

 令和７年 ２月２５日 

 

福津市教育委員会           

教育長職務代理者 田 中  一 郎  

 

臨時代理の内容 

 令和７年第３回福津市議会定例会に提出が予定されている議案のうち、教育

に関する事務に係る歳入歳出予算について定める部分に対する意見を求められ

たことについて、異議のない旨回答する。 

   

理由 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づき、令和７

年第３回福津市議会定例会に提出が予定されている議案のうち、教育に関する

事務に係る歳入歳出予算について定める部分に対する意見の照会があったこと

に伴い、回答を行う必要がある。 

 これが、臨時に代理する理由である。 







報告第５号 

 

 

   令和７年第３回福津市議会定例会への上程議案のうち教育予算（ 

令和７年度福津市一般会計予算）に係る意見の申出について臨時 

代理した件の承認について 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第

２９条の規定に基づき、令和７年福津市議会３月定例会に提出が予定されてい

る議案のうち、教育に関する事務に係る歳入歳出予算について定める部分に対

する意見の照会があったことに伴い、回答を行うことについて、特に緊急を要

し、教育委員会を開催する時間的余裕がないため、福津市教育委員会事務委任

規則（平成１７年福津市教育委員会規則第７号）第６条第１項の規定に基づき、

令和７年２月２５日に教育長職務代理者により臨時に代理したので、同条第２

項の規定に基づき報告し、承認を求める。 

 

 

  令和７年３月５日 

 

福津市教育委員会           

教育長職務代理者 田 中  一 郎  

 

参 考 

○福津市教育委員会事務委任規則（抄） 

(臨時代理) 

 第６条 教育長は、緊急やむを得ない事情が生じた場合は、第２条に掲げる

事項について臨時に代理することができる。 

 ２ 前項の規定により臨時に代理したときは、教育委員会にこれを報告し、

承認を受けなければならない。 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄） 

（教育委員会の意見聴取） 

 第二十九条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に

係る部分その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべ

き事件の議案を作成する場合においては、教育委員会の意見をきかなけれ

ばならない。 



臨 時 代 理 書 

 

 

令和７年第３回福津市議会定例会に提出が予定されている議案のうち、教育

に関する事務に係る歳入歳出予算について定める部分に対する意見を求められ

たことについて、緊急を要し、かつ教育委員会の会議を招集する時間的余裕が

ないので、福津市教育委員会事務委任規則（平成１７年福津市教育委員会規則

第７号）第６条第１項の規定に基づき臨時に代理する。 

 

 

 令和７年 ２月２５日 

 

福津市教育委員会           

教育長職務代理者 田 中  一 郎  

 

臨時代理の内容 

 令和７年第３回福津市議会定例会に提出が予定されている議案のうち、教育

に関する事務に係る歳入歳出予算について定める部分に対する意見を求められ

たことについて、異議のない旨回答する。 

   

理由 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づき、令和７

年第３回福津市議会定例会に提出が予定されている議案のうち、教育に関する

事務に係る歳入歳出予算について定める部分に対する意見の照会があったこと

に伴い、回答を行う必要がある。 

 これが、臨時に代理する理由である。 






